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いばら４Hクラブが県プロジェクト実績発表会で優良賞を受賞しました

スマート農業セミナーin坂東を開催しました

２月９日（金）、スマート農業セミナーin坂東を開
催し、生産者および市町やJA等、関係機関も合わせ
て19名が参加しました。
スマート農業とはコンピューターやインターネット

技術等の最先端技術を活用した農業のことで、作業の
省力化、軽労化、栽培管理の効率化が期待されます。
セミナーでははじめに、BASFジャパン株式会社か

らxarvio FM（ザルビオ フィールドマネージャー）
のほ場管理や生育ステージ予測などの機能についてお
話しいただきました。また、全農いばらきから、現地
試験でのザルビオの生育ステージ予測の正確性などに
ついてお話をいただきました。
次に、普及センターから管内におけるスマート農業

のモデルケースについて費用対効果を踏まえて紹介し、
坂東地域の取組について説明を行いました。参加した
生産者からは活発に質問が挙がり、関心の高さがうか
がえました。
普及センターでは引き続き作業効率化・安定生産を

めざしたスマート農業技術の導入を支援していきます。 当日の様子

２月８日（木）に県庁で開催された「令和５年度茨城

県農業青年プロジェクト実績発表会」において、坂東地

域の４Hクラブを代表して古河市の農業後継者クラブ

「いばら４Hクラブ」のクラブ員である鈴木達郎氏が

「マルチの有無が干しいもの品質に及ぼす影響」と題し

て発表しました。マルチを敷いた区と生育途中で剥いだ

区の生いもの水分量や糖度、干しいもに加工後の水分量、

食味比較の結果や技術導入にあたり労働力や作業時間に

ついて検討の余地があることなどを発表しました。
審査の結果、優良賞を受賞しました。鈴木氏は

「それに満足せず、より良質な干しいもの生産に向

けて引き続き努力していきたい」と話していました。

普及センターでは、今後も４Hクラブ員等若手農

業者が取り組む活動の支援や、経営の参考となる情

報の提供を継続して行い、地域を担う農業者の育成

を図っていきます。

発表者(右から2人目)といばら４Hクラブ員



3月 土壌診断実施日のお知らせ
３月６日（水）、21日（木）の2回の予定です

・個人の農家の方が対象です。
・受け付けは前日まで可能ですが先着順となりますので、お早
めにお持ちください。電話等での予約は行っておりません。

・１回の診断で５０点までの分析となります。超えた場合には
次回の診断となります。

・１人あたり５点以内の持ち込みでお願いします。

編集後記
私が坂東普及センターに新採職員とし

て配属されてから１年が経とうとしてい

ます。優しい先輩方に日々助けられなが

らではありますが、少しずつ業務をこな

せています。今後も坂東地域の助けにな

れるよう精進して参ります。(バティン)

★農家紹介★

氏名：田村博樹 就農年数：１年

栽培品目：イチゴ（いばらキッス） 栽培面積：約20a

Q：イチゴ農家を始めようと思ったきっかけは何ですか。

A：テレビでイチゴ農家特集が組まれており、それを見て純粋にイチゴ

農家をやってみたい！と思ったのがきっかけです。また、イチゴは

直売での販売もよく行われており、自分で価格を設定できることが

魅力的であると感じました。

Q：農業で大変だなと感じる部分はありますか。

A：土日だからといって休める訳ではなく、毎日何かしらの仕事がある

こと、天候や気温のことも逐一気にしなければならないことです。

Q：農業に携わるうえでやりがいを感じることはありますか。

A：農家さんやお客さんなど沢山の人と関わる機会が増え、人と人とのつながりを感じられることです。

また、手塩にかけて育てたイチゴを「美味しい」と食べてもらえることがなによりも嬉しいです！

Q：今後の展望はありますか。

A：栽培面積を増やすとともに、10月からのイチゴの早出しや、ゆくゆくは法人化・六次化にも挑戦

していきたいと考えています。

Q：農業経営を行う上で気をつけていること・心がけていることはありますか。

A：イチゴの育苗期間には病気の早期発見・早期解決ができるよう、慎重に見回るようにしています。

また、消費者の手に届く頃に最も美味しいイチゴになるよう、収穫のタイミングをしっかり見極め

るようにしています。

お忙しい中、取材を受けていただき

ありがとうございました！今後のさ

らなるご活躍を願っております。


